
(57)【要約】

【課題】　基板の接続端子と把持部を有する外部端子と

を接続する際に、接続不良を低減し、信頼性を高めた端

子の接続方法を提供する。

【解決手段】　第１及び第２の把持部材２ａ、２ｂの間

隔を基板１１の板厚よりも大きく設定し、第１及び第２

の把持部材の間に基板を把持部材の先端から背面部材２

ｃに向かって挿入し、基板の挿入側の端部で背面部材を

押圧しつつ、略コの字形状に形成された把持部２の屈曲

部近傍を背面部材から把持部材の先端に向かって押圧す

ることで、第１及び第２の把持部材の間隔を小さくし、

基板を第１及び第２の把持部材で把持するとともに、外

部端子と基板の接続端子とを接続させる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 背 面 部 材 の 両 端 部 側 か ら 前 方 に 突 出 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 を 備 え た 略 コ の 字 形 状
の 把 持 部 を 有 す る 外 部 端 子 と 基 板 の 接 続 端 子 と を 接 続 す る 接 続 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 の 間 隔 は 前 記 基 板 の 板 厚 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て お り 、 前
記 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 の 間 に 前 記 基 板 を 前 記 把 持 部 材 の 先 端 か ら 前 記 背 面 部 材 に 向 か
っ て 挿 入 し 、 前 記 基 板 の 挿 入 側 の 端 部 で 前 記 背 面 部 材 を 押 圧 し つ つ 、 前 記 略 コ の 字 形 状 に
形 成 さ れ た 把 持 部 の 屈 曲 部 近 傍 を 前 記 背 面 部 材 か ら 前 記 把 持 部 材 の 先 端 に 向 か っ て 押 圧 す
る こ と で 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 の 間 隔 を 小 さ く し 、 前 記 基 板 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２
の 把 持 部 材 で 把 持 す る と と も に 、 前 記 外 部 端 子 と 前 記 基 板 の 接 続 端 子 と を 接 続 さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 端 子 の 接 続 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 配 線 や 電 極 が 形 成 さ れ た 基 板 の 接 続 端 子 に 外 部 端 子 を 接 続 す る 方 法 に 係 り 、
特 に 、 基 板 の 接 続 端 子 に 把 持 部 を 有 す る 外 部 端 子 を 接 続 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ２ つ の 電 気 回 路 を 相 互 に 電 気 的 に 接 続 す る た め に 、 配 線 や 電 極 が 形 成 さ れ た 基 板
の 接 続 端 子 に 把 持 部 を 有 す る 外 部 端 子 、 例 え ば ク リ ッ プ 型 の 端 子 を 使 用 す る こ と が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 ２ 枚 の 基 板 の 間 隙 に 液 晶 を 封 入 し た 液 晶 表 示 素 子 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い
て は 、 表 示 画 素 数 な ど が 比 較 的 少 な く 、 接 続 端 子 の ピ ッ チ が 広 い 場 合 、 液 晶 表 示 素 子 に ク
リ ッ プ 型 の 外 部 端 子 を 取 り 付 け て 外 部 か ら 信 号 を 供 給 す る こ と が あ っ た （ 特 許 文 献 １ ） 。
ま た 、 低 温 時 に お け る 液 晶 表 示 素 子 の 液 晶 の 応 答 速 度 を 改 善 す る た め 、 電 圧 印 加 に よ っ て
液 晶 表 示 素 子 を 温 め る 液 晶 表 示 素 子 用 パ ネ ル ヒ ー タ が 用 い ら れ る が 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 用
パ ネ ル ヒ ー タ と し て 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 透 明 導 電 膜 を 形 成 し 、 基 板 の 対 向 す る 長 辺 端 部 に ク
リ ッ プ 型 の 外 部 端 子 を 取 り 付 け て 、 透 明 導 電 膜 に 電 圧 を 印 加 す る 構 造 で あ っ た （ 特 許 文 献
２ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 外 部 端 子 １ ０ １ は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 導 電 性 の 把 持 部 １ ０ ２ と ピ ン １ ０
３ を 有 し て い る 。 把 持 部 １ ０ ２ に は 、 基 板 １ １ １ を 把 持 す る た め の 上 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ａ
と 下 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ｂ が 突 出 し て 設 け ら れ て お り 、 上 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ａ と 下 側 把 持 部
材 １ ０ ２ ｂ の 間 に は 開 口 が 形 成 さ れ て い る 。 基 板 １ １ １ の 端 部 近 傍 に は 、 接 続 端 子 １ １ ２
が 形 成 さ れ た 端 子 部 １ １ １ ａ が 設 け ら れ て お り 、 外 部 端 子 １ ０ １ と 接 続 を と れ る よ う に 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 、 外 部 端 子 １ ０ １ の 把 持 部 １ ０ ２ に お け る 上 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ａ と 下 側 把 持 部 材 １
０ ２ ｂ の 間 隔 は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 基 板 １ １ １ の 板 厚 よ り も 小 さ く 設 定 さ れ て い
た 。 こ の た め 、 外 部 端 子 １ ０ １ は 、 図 ３ （ Ａ ） の 矢 印 で 示 す よ う に 、 治 具 １ ０ ４ に よ っ て
把 持 部 １ ０ ２ の 背 面 を 固 定 し た 状 態 で 、 基 板 の 端 部 を 外 部 端 子 １ ０ １ の 開 口 に 押 し 付 け て
上 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ａ と 下 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ｂ の 間 隔 を 強 制 的 に 押 し 広 げ 、 図 ３ （ Ｂ ） に
示 す よ う に 、 基 板 の 端 子 部 １ １ １ ａ を 開 口 内 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 上 側 把 持 部 材 １ ０ ２
ａ と 下 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ｂ の 弾 性 力 （ 図 ３ （ Ｂ ） に お い て 矢 印 で 示 す ） に よ っ て 、 基 板 の
端 子 部 １ １ １ ａ を 把 持 し 、 更 に 上 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ａ と 基 板 １ １ １ の 接 続 端 子 １ １ ２ と を
接 触 さ せ て 外 部 端 子 １ ０ １ と 接 続 端 子 １ １ ２ と を 接 続 さ せ て い た （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ２ ４ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ０ ０ １ ３ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の 端 子 接 続 方 法 で は 、 外 部 端 子 １ ０ １ の 上 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ａ と 下 側 把 持 部 材 １ ０
２ ｂ の 間 隔 が 基 板 １ １ １ の 板 厚 よ り も 小 さ く 設 定 さ れ て い る た め 、 基 板 １ １ １ の 端 部 を 外
部 端 子 １ ０ １ の 開 口 に 押 し 付 け る と 、 ま ず 基 板 １ １ １ の 端 部 の 角 が 外 部 端 子 １ ０ １ の 上 側
把 持 部 材 １ ０ ２ ａ と 下 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ｂ の 開 口 に 面 し た 部 分 と 接 触 し て し ま う 。 更 に 基
板 １ １ １ を 押 し 込 む と 、 上 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ａ と 下 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ｂ に よ る 弾 性 力 が 加
え ら れ た 状 態 で 強 引 に 基 板 の 端 子 部 １ １ １ ａ が 開 口 に 挿 入 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 基 板 １ １ １ の 端 部 の 角 に よ っ て 、 上 側 把 持 部 材 １ ０ ２ ａ と 下 側 把 持 部 材 １ ０
２ ｂ の 表 面 に 形 成 さ れ て い る 導 電 性 材 料 の メ ッ キ が 削 ら れ て 、 基 板 の 接 続 端 子 １ １ ２ と 外
部 端 子 １ ０ １ と の 接 触 不 良 を 起 こ す こ と が あ り 、 信 頼 性 の 低 下 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 開 口 に 基 板 １ １ １ を 押 し 込 む 際 に 、 基 板 １ １ １ の 端 部 が 欠 け た り 、 基 板 の 端 子 部
１ １ １ ａ の 表 面 に 形 成 さ れ た 接 続 端 子 １ １ ２ が 損 傷 す る こ と も あ り 、 こ れ ら の 要 因 に よ っ
て 接 触 不 良 と な る 虞 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 し た 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 基 板 の 接 続 端 子 と 把 持 部 を 有 す る 外 部 端
子 と を 接 続 す る 際 に 、 接 続 不 良 を 低 減 し 、 信 頼 性 を 高 め た 端 子 の 接 続 方 法 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 の 端 子 の 接 続 方 法 は 、 背 面 部 材 の 両 端 部 側 か ら 前 方 に 突
出 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 を 備 え た 略 コ の 字 形 状 の 把 持 部 を 有 す る 外 部 端 子 と 基 板 の
接 続 端 子 と を 接 続 す る 接 続 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 の 間 隔 は 前 記 基 板
の 板 厚 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 の 間 に 前 記 基 板 を 前 記
把 持 部 材 の 先 端 か ら 前 記 背 面 部 材 に 向 か っ て 挿 入 し 、 前 記 基 板 の 挿 入 側 の 端 部 で 前 記 背 面
部 材 を 押 圧 し つ つ 、 前 記 略 コ の 字 形 状 に 形 成 さ れ た 把 持 部 の 屈 曲 部 近 傍 を 前 記 背 面 部 材 か
ら 前 記 把 持 部 材 の 先 端 に 向 か っ て 押 圧 す る こ と で 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 の 間 隔 を
小 さ く し 、 前 記 基 板 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 で 把 持 す る と と も に 、 前 記 外 部 端 子 と
前 記 基 板 の 接 続 端 子 と を 接 続 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 端 子 の 接 続 方 法 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 の 間 隔 が 基 板 の 板 厚 よ り も
大 き く 設 定 さ れ て い る た め 、 前 方 か ら 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 の 間 に 基 板 を 挿 入 す る 際 に
、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 と 基 板 と の 接 触 に よ り 生 じ る 損 傷 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 端 子 の 接
続 方 法 を 説 明 す る 概 略 断 面 図 で あ る 。 外 部 端 子 １ は 、 把 持 部 ２ に お い て 、 背 面 部 材 ２ ｃ の
両 端 部 側 か ら 前 方 に 突 出 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ が 設 け ら れ 、 略 コ の 字 形
状 に 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 外 部 端 子 １ は 略 コ の 字 形 状 の 把 持 部 ２ に 通 電 す る た め の 連 結
部 ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 外 部 端 子 １ の 把 持 部 ２ の 少 な く と も 基 板 １ １ の 接 続 端 子 １ ２ と 接 触 す る 部 分 は 、 導 電 性
を 有 し て お り 、 連 結 部 ３ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 通 常 、 把 持 部 ２ 及 び 連 結 部 ３ そ の も
の を 導 電 性 材 料 で 構 成 す る か 、 そ の 表 面 に 導 電 性 材 料 の メ ッ キ を 形 成 し て 、 外 部 端 子 １ に
導 電 性 を 持 た せ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 外 部 端 子 １ の 把 持 部 ２ と し て は 、 後 述 す る 押 圧 に よ る 塑 性 変 形 に 耐 え ら れ る 材 質 の も の
を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば リ ン 青 銅 は 、 ば ね に 使 用 さ れ る 弾 性 体 で あ る が 、 把 持 部
２ の よ う に 厚 み が 約 ０ ． ３ ｍ ｍ と 薄 い 場 合 は 、 あ る 程 度 の 荷 重 を か け る こ と で 塑 性 変 形 す
る の で 、 把 持 部 ２ と し て 、 半 田 メ ッ キ を し た リ ン 青 銅 や 錫 メ ッ キ を し た リ ン 青 銅 を 使 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 把 持 部 ２ に お い て 前 方 に 突 出 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ の 間 隔 は 、 基 板 １
１ の 板 厚 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ に お い て は 、 直 線 状 の 背 面 部 材 ２ ｃ の
両 端 か ら 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ が 垂 直 に 突 出 し た コ の 字 形 状 で あ る た め 、
第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ の 間 隔 は 一 定 で あ る が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ
、 ２ ｂ の 間 隔 が 変 化 す る 場 合 は 、 基 板 １ １ が 進 入 す る 経 路 に お い て 、 両 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２
ｂ が 最 も 近 接 す る 位 置 に お け る 間 隔 が 基 板 １ １ の 板 厚 よ り も 大 き く 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 外 部 端 子 １ の 連 結 部 ３ は 、 一 方 の 端 が 把 持 部 ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 他 方 の 端 に
は 、 図 示 し な い 他 の 電 気 回 路 が 接 続 さ れ て い る 。 図 １ に お い て は 、 把 持 部 ２ の 背 面 部 材 ２
ｃ に ピ ン 状 の 導 電 体 を 基 板 １ １ の 進 入 方 向 に 対 し て 垂 直 に 接 続 し て 連 結 部 ３ と し て い る 。
連 結 部 ３ と し て は 、 ピ ン 状 の 導 電 体 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 の 形 状 の 導 電 体 を 使
用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 連 結 部 ３ が 延 在 す る 方 向 も 、 基 板 １ １ の 進 入 方 向 に 対 し て 垂
直 に 接 続 す る だ け で は な く 、 平 行 に 接 続 す る こ と も 、 斜 め に 接 続 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 外 部 端 子 １ を 複 数 用 い る 場 合 、 外 部 端 子 同 士 を 連 結 す る た め の テ ー プ 基 材 （ 図 示
せ ず ） や タ イ バ ー （ 図 示 せ ず ） を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 外 部 端 子 １ と 基 板 １ １ の 接 続 端 子 １ ２ と を 接 続 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 基 板
１ １ と し て は 、 液 晶 表 示 素 子 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 又 は Ｉ Ｔ Ｏ パ ネ ル ヒ ー タ に 用 い ら れ る ガ
ラ ス 基 板 や 、 合 成 樹 脂 基 板 な ど を 使 用 す る こ と が で き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 把 持 部 ２ を 押 圧 す る た め の 剛 性 を 備 え て い る 基 板 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 外 部 端 子 １ の 把 持 部 ２ に お け る 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ
、 ２ ｂ の 間 に 、 基 板 １ １ の 接 続 端 子 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 端 子 部 １ １ ａ を 把 持 部 材 ２ ａ 、
２ ｂ の 先 端 か ら 背 面 部 材 ２ ｃ に 向 か っ て 挿 入 す る 。 以 下 、 説 明 の 簡 略 化 の た め に 、 把 持 部
材 の 先 端 か ら 背 面 部 材 に 向 か う 方 向 を 挿 入 方 向 と い う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ の 間 隔 は 、 基 板 １ １ の 板 厚 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て
い る た め 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ と 基 板 １ １ は 接 触 す る こ と な く 第 １ 及 び 第
２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ の 間 に 基 板 １ １ を 挿 入 す る こ と が 可 能 で あ る 。 万 一 、 挿 入 の 際 に
基 板 １ １ が 上 下 動 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ と 接 触 し た と し て も 、 把 持 部 材
２ ａ 、 ２ ｂ の 間 隔 が 大 き い た め 、 損 傷 を 起 こ す ほ ど の 衝 撃 と は な ら な い の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 、 外 部 端 子 １ の 後 方 に は 治 具 ４ が 配 置 さ れ て い る 。 治 具 ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持
部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ を 挿 入 方 向 と は 逆 方 向 （ 以 下 、 反 挿 入 方 向 と い う 。 ） に 押 圧 す る も の で あ
り 、 治 具 ４ の 押 圧 面 ４ ａ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ の 後 方 に お い て 把 持 部 ２
と 接 触 す る よ う な 形 状 と な っ て い る 。 図 １ に お い て は 、 治 具 ４ の 押 圧 面 ４ ａ は 、 円 弧 状 で
あ る が 、 こ の 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ （ Ｂ ） は 、 治 具 ４ の 背 面 図 で あ り 、 外 部 端 子 １ の 隠 れ た 部 分 は 点 線 で 示 し て い る 。
図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 治 具 ４ は 切 り 込 み 部 ４ ｂ を 有 し 、 切 り 込 み 部 ４ ｂ に 外 部 端 子 １
の 連 結 部 ３ を 配 置 し て 、 外 部 端 子 １ の 連 結 部 ３ を 押 圧 し な い よ う に な っ て い る 。 図 １ （ Ｂ
） に お い て 、 外 部 端 子 １ の 網 掛 け の 部 分 ５ は 、 治 具 ４ の 押 圧 面 ４ ａ と 接 触 し 、 治 具 ４ に よ
っ て 押 圧 さ れ る 部 分 で あ る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-293979 A 2005.10.20



【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 図 １ （ Ａ ） の 矢 印 で 示 す よ う に 、 基 板 １ １ の 端 部 １ １ ｂ で 把 持 部 ２ の 背 面 部 材
２ ｃ を 挿 入 方 向 に 押 圧 し 、 治 具 ４ の 押 圧 面 ４ ａ で 把 持 部 材 ２ の 屈 曲 部 近 傍 を 反 挿 入 方 向 に
押 圧 す る 。 把 持 部 ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ の 間 の 背 面 部 位 ２ ｃ を 挿 入 方
向 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ の 基 端 部 を 反 挿 入 方 向 に 押 さ れ る た め 、 図 １ （
Ｃ ） に 示 す よ う に 、 直 線 状 の 背 面 部 材 ２ ｃ が 略 く の 字 状 に 変 形 し 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部
材 ２ ａ 、 ２ ｂ の 間 隔 が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 基 板 １ １ と 治 具 ４ に よ る 荷 重 は 、 把 持 部 ２ の 材 質 に よ り 適 宜 選 択 さ れ る も の で あ る が 、
把 持 部 ２ と し て 約 ０ ． ３ ｍ ｍ の 厚 さ の リ ン 青 銅 を 使 用 し た 場 合 は 、 基 板 １ １ と 治 具 ４ に よ
る 荷 重 の 合 計 が ３ ～ ５ Ｎ と な る よ う に 押 圧 す れ ば 把 持 部 ２ を 塑 性 変 形 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ う し て 、 把 持 部 ２ が 塑 性 変 形 し 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ の 間 隔 が 小 さ く
な る こ と で 、 基 板 １ １ に 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ が 接 触 し 、 こ の 結 果 、 基 板 １
１ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ａ 、 ２ ｂ に よ っ て 把 持 さ れ 、 基 板 １ １ の 接 続 端 子 １ ２ は
、 第 １ の 把 持 部 材 ２ ａ と 接 触 す る こ と で 外 部 端 子 １ と 接 続 さ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ は 、 外 部 端 子 １ 及 び 治 具 ４ の 変 形 例 で あ る 。 図 ２ （ Ａ ） に 示 す 外 部 端 子 １ は 、 把 持
部 ２ ２ と 連 結 部 ３ と を 有 し 、 把 持 部 ２ ２ の 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ は 、 背
面 部 材 ２ ２ ｃ か ら 前 方 に 突 出 す る に し た が っ て 徐 々 に 間 隔 が 狭 く な る 斜 行 部 位 ２ ２ ｄ と 、
各 斜 行 部 位 ２ ２ ｄ の 先 端 側 に 連 設 さ れ た 平 坦 な 平 坦 部 位 ２ ２ ｅ と 、 各 平 坦 部 位 ２ ２ ｅ の 先
端 側 に 連 設 さ れ た 徐 々 に 間 隔 が 広 が る よ う に 斜 行 し た 先 端 部 位 ２ ２ ｆ と か ら な り 、 把 持 部
２ ２ は 略 コ の 字 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ （ Ａ ） に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ は 、 平 坦 部 位 ２ ２ ｅ に お
け る 間 隔 が 基 板 １ １ の 板 厚 よ り も 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 平 坦 部 位 ２
２ ｅ に よ っ て 、 把 持 部 ２ ２ の 背 面 部 材 ２ ２ ｃ に 対 し て 基 板 １ １ を 垂 直 に 挿 入 し 易 く な る 。
背 面 部 材 ２ ２ ｃ に 対 し て 基 板 １ １ を 垂 直 に 挿 入 す る と 、 基 板 １ １ に よ っ て 把 持 部 ２ ２ を 挿
入 方 向 に 押 圧 す る 際 に 、 荷 重 が 基 板 １ １ の 端 面 全 体 に 均 一 に 加 え ら れ る た め 、 荷 重 が 集 中
す る こ と に よ り 基 板 １ １ 又 は 背 面 部 材 ２ ２ ｃ を 損 傷 す る 虞 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 更 に 、 図 ２ （ Ａ ） に お い て 、 先 端 部 位 ２ ２ ｆ の 間 隔 が 平 坦 部 位 ２ ２ ｅ の 間 隔 よ り も 広 が
っ て い る た め 、 基 板 １ １ が 挿 入 し 易 く な り 、 加 え て 、 変 形 さ せ た 後 に 基 板 １ １ と 接 触 す る
面 積 を 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す 治 具 ２ ４ は 、 凹 形 で あ り 、 凹 形 の 両 端 の 突 出 部 に お い て 把 持 部
２ ２ の 屈 曲 部 近 傍 を 反 挿 入 方 向 に 押 圧 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す 外 部 端 子 １ は 、 把 持 部 ３ ２ と 連 結 部 ３ と を 有 し て い る 。 把 持 部 ３ ２ の
背 面 部 材 ３ ２ ｃ は 、 連 結 部 ３ に 平 行 で 連 結 部 ３ と 接 続 さ れ る 接 続 部 位 と 、 該 接 続 部 位 の 両
端 部 側 か ら 折 り 曲 げ ら れ た 傾 斜 部 位 ３ ２ ｄ と か ら な る 形 状 で あ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部
材 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ は 、 傾 斜 部 位 ３ ２ ｄ の 先 端 側 に 連 設 さ れ た 平 坦 な 平 坦 部 位 ３ ２ ｅ と 、 各
平 坦 部 位 ３ ２ ｅ の 先 端 側 に 連 設 さ れ た 徐 々 に 間 隔 が 広 が る よ う に 斜 行 し た 先 端 部 位 ３ ２ ｆ
と か ら な る 形 状 で あ り 、 把 持 部 ３ ２ は 全 体 と し て 略 コ の 字 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ （ Ｂ ） の 把 持 部 材 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ は 、 基 板 １ １ が 進 入 す る 経 路 に お い て 最 も 近 接 す
る 平 坦 部 位 ３ ２ ｅ に お け る 間 隔 が 基 板 １ １ の 板 厚 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 図 ２ （ Ｂ
） に お い て も 、 平 坦 部 位 ３ ２ ｅ 及 び 先 端 部 位 ３ ２ ｆ は 、 上 述 し た 効 果 を 奏 す る 。 ま た 、 図
２ （ Ｂ ） に 示 す 治 具 ３ ４ は 、 凹 形 の 斜 面 を 有 し て お り 、 凹 形 の 斜 面 に お い て 略 コ の 字 形 状
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の 把 持 部 ３ ２ の 屈 曲 部 近 傍 を 反 挿 入 方 向 に 押 圧 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ （ Ｃ ） に 示 す 外 部 端 子 １ は 、 把 持 部 ４ ２ と 連 結 部 ４ ３ と を 有 し て い る 。 把 持 部 ４ ２
の 背 面 部 材 ４ ２ ｃ は 、 円 弧 状 に 形 成 さ れ 、 背 面 部 材 ４ ２ ｃ の 両 端 か ら 連 続 的 に 第 １ 及 び 第
２ の 把 持 部 材 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 把 持 部 材 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ
は 、 湾 曲 し た 部 位 の 先 端 側 に 連 設 さ れ た 平 坦 な 平 坦 部 位 ４ ２ ｅ と 、 各 平 坦 部 位 ４ ２ ｅ の 先
端 側 に 連 設 さ れ た 徐 々 に 間 隔 が 広 が る よ う に 湾 曲 し た 先 端 部 位 ４ ２ ｆ と か ら な る 形 状 で あ
り 、 把 持 部 ４ ２ は 全 体 と し て 略 コ の 字 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ （ Ｃ ） の 把 持 部 材 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ は 、 基 板 １ １ が 進 入 す る 経 路 に お い て 最 も 近 接 す
る 平 坦 部 位 ４ ２ ｅ に お け る 間 隔 が 基 板 の 板 厚 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 図 ２ （ Ｃ ） に
お い て も 、 平 坦 部 位 ４ ２ ｅ 及 び 先 端 部 位 ４ ２ ｆ は 、 上 述 し た 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ２ （ Ｃ ） に お い て 、 連 結 部 ４ ３ は 、 把 持 部 ４ ２ の 背 面 に お い て 、 挿 入 方 向 に 対
し て 平 行 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ２ （ Ｃ ） に 示 す 治 具 ４ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 治 具
部 材 ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ か ら な り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 治 具 部 材 ４ ４ ａ 、 ４ ４ ｂ の 間 を 把 持 部 ４ ２
の 背 面 か ら 延 び た 連 結 部 ４ ３ が 通 過 し て い る 。 そ し て 、 第 １ の 治 具 部 材 ４ ４ ａ に よ っ て 、
第 １ の 把 持 部 材 ４ ２ ａ を 反 挿 入 方 向 に 押 圧 し 、 第 ２ の 治 具 部 材 ４ ４ ｂ に よ っ て 、 第 ２ の 把
持 部 材 ４ ２ ｂ を 反 挿 入 方 向 に 押 圧 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 の も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 必 要 に 応 じ て 種 々 変 更
す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 各 把 持 部 、 連 結 部 、 治 具 を 適 宜
選 択 し て 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 端 子 の 接 続 方 法 を 説 明 す る 概 略 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 外 部 端 子 及 び 治 具 の 変 形 例 を 示 す 概 略 断 面 図
【 図 ３ 】 従 来 の 端 子 の 接 続 方 法 を 説 明 す る 概 略 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 　 外 部 端 子
　 ２ 　 　 把 持 部
　 ２ ａ ， ２ ｂ 　 　 把 持 部 材
　 １ １ 　 基 板
　 １ ２ 　 接 続 端 子
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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